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(1) オープンデータ
から 

Linked Open Dataへ 

(2) 情報の構造化 

(3) RDF入門 

(4) スキーマとURI 

(5) LODの作り方・
使い方 

(6) LODシステム 
実践紹介 

LODの枠組み全体を紹介 

技術的な基礎知識 

LODに関わる個々の技術の紹介 

実例の紹介 



おさらい：RDFでデータ表現 

• トリプル：主語・述語・目的語


• 語彙：クラス + プロパティの集合




今日の講義の流れ 

•  LODを作る

– 表からLODを作る


– 外部のLODとつなぐ


– 作ったLODを公開する


•  LODを使う

– SPARQLでほしいデータを取得する


 



今日の材料 

• 相模原市の施設データ（CSV形式）


http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/opendata/index.html 



施設データ例 

• 小・中学校などの施設データ（CSV）


相模原市 

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/dbps_data/_material_/_files/
000/000/028/373/04_gakkou_20140401.csv 



LODを作る 



表データからLODへ 

1.  スキーマの設計

–  リソース

–  クラス

–  プロパティ


2.  URIの設計

3.  変換作業




1. スキーマの設計 

相模原市 

•  何をリソースにする？

•  どんなクラスが必要？

•  何をプロパティにする？ 



何をリソースにする？ 

相模原市 

•  行のデータ全体

•  施設を表現するURIが必要


施設	
  



どんなクラスが必要？ 
•  どのように語彙を選ぶか？

– 既存の語彙をできるだけ利用（今回）

– オリジナルの語彙から策定


•  施設を表現するクラス

– 小学校　schema:ElementarySchool

– 中学校　schema:MiddleSchool　など


クラスの分け方は
用途に合わせて 



何をプロパティにする？ 

相模原市 

　 ：プロパティ	
  
　 ：プロパティ値 



プロパティと既存語彙のマッピング 

•  施設名　　rdfs:label

•  郵便番号　schema:postalCode

•  住所　　　schema:address

•  地域区分　?????

•  電話番号　schema:telephone

•  緯度　　　geo:lat

•  経度　　　geo:long


前回資料を参考	
  
&	
  

似たLODの	
  
語彙を真似る	
  



プロパティと既存語彙のマッピング 

•  施設名　　rdfs:label

•  郵便番号　schema:postalCode

•  住所　　　schema:address

•  地域区分　?????

•  電話番号　schema:telephone

•  緯度　　　geo:lat

•  経度　　　geo:long


適当な語彙	
  
がない	
  



プロパティと既存語彙のマッピング 

•  施設名　　rdfs:label

•  郵便番号　schema:postalCode

•  住所　　　schema:address

•  地域区分　sgmhr:areaCategory

•  電話番号　schema:telephone

•  緯度　　　geo:lat

•  経度　　　geo:long


オリジナル 
語彙を作る 

※メジャーなPrefixは
prefix.ccで調べられる	
  



表データからLODへ 

1.  スキーマの設計

–  リソース

–  クラス

–  プロパティ


2.  URIの設計

3.  変換作業




URIの設計 
各リソースを表すURIを決める

　　一意にリソースを指定できる 
　　ユニークな値を利用するとよい

例）

•  リソースの名前を使う 

http://sgmhr.jp/resource/Chuo_Chugakko

•  リソースを示すIDを使う 

http://sgmhr.jp/place/1234




このスキーマにしたがって表現すると 

中央中学校 

252-­‐0236 

相模原市中央区 
富士見1-3-17 

中央区 

35.56947172 

042-­‐755-­‐0071 

139.3773524 

schema:MiddleSchool 

geo:lat 

schema:telephone 
sgmhr:area

Catego
ry 

rdf:type 

sgmhrp:1234	
  

※	
  sgmhrp:1234	
  は	
  
http://sgmhr.jp/place/1234	
  の省略	
  



表データからLODへ 

1.  スキーマの設計

–  リソース

–  クラス

–  プロパティ


2.  URIの設計

3.  変換作業




表データからRDFへの変換 
•  表データ = xls, csv, tsv など

•  変換方法

– 変換ツールを使う

•  LinkData


•  OpenRefine + RDFRefine


– スクリプトを書く

• お好みの言語でどうぞ


– 余談：RDBからの変換ツールもある

•  R2RML など




LinkData  http://linkdata.org/ 
•  国内のオープンデータ活動支援プラットフォーム

•  他のデータを流用したデータやアプリを作れる


•  変換手順（チュートリアル参照）

1.  ひながたファイルの作成


•  各列のプロパティやデータ型を選べる


•  xlsとしてダウンロード or Google Driveに作成


2.  ひながたファイルにデータを入力


3.  データのアップロード・公開設定


4.  Turtle（RDF）がダウンロード可能になる




OpenRefine + RDF Refine 

•  OpenRefine（旧: Google Refine）

– データの整形やクリーニングを行うツール


•  RDF Refine

– OpenRefineの拡張機能


– 列とプロパティの語彙を対応づけRDFに変換


– DBpediaなどに含まれる同一のリソースを  
探してつなぐことが可能


http://openrefine.org/ http://refine.deri.ie/ 



OpenRefineの導入 
•  Windows編（Mac版, Linux版もあり）

– ダウンロードして解凍し、適当な場所におく

http://openrefine.org/download.html（今回はVer2.5）


– 解凍した中の google-refine.exe を実行


– 自動的にブラウザで 
Open Refineが起動




RDF Refineの導入 
•  Open Refine起動後に行う

– ダウンロードして解凍 http://refine.deri.ie/（今回はVer0.8.0）

– 解凍した中の rdf-extention フォルダを 

OpenRefineのインストールフォルダの 
webappフォルダの下のextentionsフォルダの下 
にコピーしOpenRefineを再起動


コピー	
  L	
   L	
  
L	
  

L	
  



表データの読込方法 
例）相模原市 小・中学校など所在地一覧 
 
CSVファイルURL 
 
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/dbps_data/_material_/
_files/000/000/028/373/04_gakkou_20140401.csv




•  方法1：CSVファイルをアップロード

•  方法2：Web上の表データのURLを指定

•  方法3：クリップボードでコピー&ペースト

•  方法4：Google Spreadsheetのデータを流用




表データの読込（方法1：ファイルから） 

方法1 

① 

② ③ 
④ 方法2 

方法3 
方法4 

PCに保存されている 
表データの 
ファイルを選択 



表データの読込（方法2：Webから） 

① 

② 

③ 
④ 

方法2 
Web上の表データの 

URLを入力 



表データの読込確認・文字コード編集 
⑤ プロジェクト名 

② 
③ 

① 正しく読み込めているか確認 
•  文字化け　→　②　 
•  列の区切り　→　③ 
 
②③修正　→　④で再確認 

⑥次へ 

④ 



プロジェクト作成完了 RDF Refineのメニューボタン 
（なければRDF Refineの 
インストールが失敗） 

表の各列の操作ボタン 
（列の追加・削除， 

列名の変更などが可能） 

列とプロパティのマッピング 
RDFボタンから RDF Skelton を編集 



列とプロパティのマッピング 

≈ 
利用できる語彙のPrefixの 

追加・編集 
変換したRDFの 
ベースURI 

変換後のデータの 
URIに使う値の設定 
（rdf:typeも指定可） 

列「住所」に 
マッピングするプロパティ 
（schema:address） 

登録済みPrefixのプロパティは 
サジェストされる 



RDFに変換（RDF/XML） 
≈ 

≈ 



RDFに変換（Turtle） 
≈ 

≈ 



外部のデータとつなぐには 
•  Linked Open Dataにしたい

•  つながりの種類は色々

–  owl:sameAs（同じ事物・概念を指す）


–  dcterms:references（ある事物・概念を参照する）


–  skos:related（ある事物・概念に関連する）


•  つながりの見つけ方

– オントロジーマッチングやインスタンスマッチング
などの研究


– 今回は単純に字面の類似性によって探す




Reconciliation機能でつなぐ 
•  目的：他のLODに含まれる同じ事物を指す 
　　　リソースとマッチング


•  基準：ラベルやプロパティの値の類似性


•  例）DBpedia Japaneseに含まれる同じ施設の
データをつなぐ


•  今回はSPARQLエンドポイントを利用




Reconciliationの設定 
•  Reconciliation先のSPARQLエンドポイントを設定


① 
② ③ 

④ 

⑤ 

SPARQLエンドポイントURL 
http://ja.dbpedia.org/sparql


DBpediaの場合は  
Virtuosoを選択


⑥ 
ウィンドウ下部の 

OKをクリック


（プロジェクト内でのエンドポイントの名前） 



一致する事物のデータを探す 
•  例）同じ施設名がrdfs:labelに含まれる 
　　DBpedia Japaneseのデータ ① 

② ③ ④ 

⑥ 

DBpedia Japaneseをクリック 
（右側画面が表示されるまで 
少し時間がかかります） 

同じデータを検索開始	
  
検索状況が画面上部に表示	
  

	
  
	
  
	
  

⑤ typeを指定して検索しない 



Reconciliation完了 

全データ中で	
  
マッチした	
  
データの割合 

青字：	
  
マッチしたデータ 

黒字：	
  
マッチしなかったデータ 

候補を提示：	
  
確率の低い候補のデータ 



候補にマッチするものがある場合 

相模原市立なので	
  
この候補をクリック 候補が確定 



マッチしたURIを格納する列を作成 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

新しい列名 

マッチしたデータのURI 
を代入する式 

cell.recon.candidates[0].id


新しい列への 
代入結果 



マッチしたURIを格納 & RDF生成 
マッチした

DBpedia 
JapaneseのURI


① 

② 
この列を追加


RDF Skeltonでこの列にも 
プロパティをマッピング 

このプロパティを
owl:sameAs 

（同一のリソース）に設定


③ 保存してRDFを生成




作ったLODを公開する 
•  RDFダンプ

•  RDFストア

– Virtuoso

– OWLIM

– Allegro Graph

– ARC2

– SparqlEPCU


•  参照解決可能




SparqlEPCU　http://lodcu.cs.chubu.ac.jp/SparqlEPCU/ 

•  RDFの格納・検索が可能




SparqlEPCUでLODを公開 
ログインして 

Projectメニューを 
クリック


① プロジェクトを作成 



プロジェクトのID，
タイトル，権限，
説明を設定


② 

③	
  プロジェクト一覧から作成したプロジェクトをクリック 



SparqlEPCUにデータを登録 
•  プロジェクトの 
画面下部の「データ
登録」タブを選択


•  コピー&ペースト 
　　　or 
ファイルでの登録


•  N3，RDF/XML，
Turtle，N-tripleなど


④ 保存してRDFを生成


② コピペで登録 

③ ファイルで登録 

① タブを選択 



SparqlEPCUでのデータ登録確認 

① SPARQL検索タブを選択 

② とりあえず検索実行 

トリプルが 
表示されていれば 
公開成功！




LODを使う 



LODを使うための技術 
•  RDFストア 

RDFを格納するデータベース 

•  SPARQL 
RDFの中を検索するための言語 

•  SPARQLエンドポイント 
RDFストアのデータ入出力インタフェース


SPARQL

RDF

RDF
ストア

SPARQL
エンドポイント

アプリケーション プログラマ

アプリケーション プログラマ
SPARQL

XML, JSON

XML, JSON



LODとRDBの比較 

クエリ言語 SQL SPARQL 

データベース RDB RDFストア 

モデル リレーショナル 
モデル 

RDFモデル 
（グラフモデル） 



SPARQLの基礎知識 



SPARQL 
•  SPARQL Protocol And RDF Query Language


•  SQLに似てる 

•  W3Cで標準化

– 2008年1月 

SPARQL1.0 勧告

– 2013年3月 

SPARQL1.1 勧告




基本的なSPARQLクエリ 

SELECT * 
WHERE{ 
    ?s ?p ?o .     
}


RDFグラフ中の 
すべてのトリプル

を取得 



基本的なSPARQLクエリ 

SELECT * 
WHERE{ 
    ?s ?p ?o .     
}
 主

語 
述
語 

目
的
語 

1つのグラフパターン 
（ピリオドまで） 

•  SELECT 
取得する変数の指定 
* = 全変数 

•  WHERE{} 
取得したいグラフ 
パターンの指定 
（組み合わせ可） 

•  ?文字列 
変数




基本的なSPARQLクエリ 

SELECT * 
WHERE{ 
    ?s ?p ?o .     
}


?s 

?p 

?o 



基本的なSPARQLクエリ 

SELECT * 
WHERE{ 
    ?s ?p ?o .     
}


?s 
?p 

?o 



基本的なSPARQLクエリ 

SELECT * 
WHERE{ 
    ?s ?p ?o .     
}


LIMIT 10


?s 

?p 

?o 

負荷を防ぐため 
10件などに制限 
（なし→全件） 



さっきのデータで
やってみると 

↓各変数の値の組み合わせのリストが検索結果になる 



グラフパターンの種類 
•  完全一致 
– 例）sgmhrp:12 rdfs:label “青根小学校”. 



•  変数によるパターンマッチ 
– 例）sgmhr:12 rdfs:label ?label. 



•  上記の組合せ 
同じ主語のトリプルが続く 
　→　主語を省略して；でつなぎ一文に

– 例）?s rdfs:label “青根小学校”; 

       geo:lat ?lat; 
       geo:long ?long.




SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label.

} LIMIT 10






リソースの 
URIとラベル一覧

を10件表示 



SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label;

 geo:lat ?lat;

 geo:long ?long.

} LIMIT 10


リソースのURI，
ラベル，緯度， 

経度を10件表示 



SELECT ?lat ?long WHERE{

 ?s rdfs:label “青葉小学校”;

 geo:lat ?lat;

 geo:long ?long.

}




青葉小学校の 
緯度・経度だけ 

を取得 



SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label;

 sgmhr:areaCategory “中央区”.

} LIMIT 10




地域区分が 
中央区である 

リソースのURIと 
ラベルだけ取得 

エラー発生！ 
なぜか？ 



PREFIX sgmhr: <http://sgmhr.jp/>

SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label;

 sgmhr:areaCategory “中央区”.

} LIMIT 10


オリジナル語彙
sgmhrのPrefixが
未定義だった 

※ SparqlEPCUではいくつかの主なPrefixが予め定義されており， 
　rdfs や geo ではエラーが出なかった 



SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label;

<http://sgmhr.jp/areaCategory> “中央区”.

} LIMIT 10


もしくは<>でURI
を囲ってもOK 



SPARQL 1.0 



SPARQL 1.0 
•  データ取得 
– SELECT

– ASK

– DESCRIBE

– CONSTRUCT


•  ほぼどのサーバでも使える 
 
※ SparqlEPCUでは対応していないものもあるので， 
　その場合はDBpedia Japanese などでどうぞ 
　http://ja.dbpedia.org/sparql




SELECT 

• グラフパターンにマッチする 
変数の値の組合せを取得 

SELECT * 
WHERE{ 
    ?s ?p ?o .     
}

LIMIT 10


例）任意のトリプルを10件取得 



ASK 

• グラフパターンにマッチするものが
あるかどうか（YES/NO） 

ASK 
WHERE{ 
    ?s rdfs:label “青葉小学校” .     
}


例）”青葉小学校”というラベルのリソースがあるか 



DESCRIBE 

• リソースに関するグラフを取得

• サーバの実装によって挙動が異なる

– 多くの場合： 
リソースを主語/目的語に含むトリプルの集合


• 結果形式：RDF/XML, Turtle, …


DESCRIBE <http://sgmhr.jp/place/38>


例）http://sgmhr.jp/place/38 に関するグラフを取得 



CONSTRUCT 

• 新しいグラフを作成して取得

• 結果形式：RDF/XML, Turtle, …


CONSTRUCT {

 ?s foaf:name ?o.

}

WHERE{

  ?s rdfs:label ?o.

} LIMIT 10


例）ある10件のトリプルのrdfs:labelのプロパティを 
　　foaf:nameに変更したグラフを取得 



Named Graph 
•  トリプルの集合を区別したい 
例）データ元が違うものを区別


•  トリプルでなくクアッド（4つ組）になる


SELECT DISTINCT ?g ?source WHERE {

  GRAPH ?g {

    <http://lod.ac/species/Papilio_xuthus> ?p ?o  .

  }

  ?g dc:source ?source .

}


例）データ元（dc:source)ごとにグラフがある場合に 
　　対象リソースを主語とするトリプルを含むグラフ 
　　とそのデータ元を取得 

※ LODAC Speciesで試せる 



SPARQL 
検索テクニック 



検索テクニック 
•  FILTER

– 取得したデータを条件で絞り込む


•  OPTIONAL

– 一部のグラフパターンをオプションに 
して完全にマッチしない場合も許容


•  ORDER BY

– 変数によって昇順もしくは降順にソート




FILTER（緯度・経度の範囲指定） 

SELECT * WHERE{

?s rdfs:label ?label;   geo:lat ?lat;   geo:long ?long.

FILTER( ?lat > 35.56 && ?lat < 35.57 && 

            ?long > 139.38 && ?long < 139.41 )

}


例）地図上の指定された矩形の範囲にある 
　　リソースを取得したい




FILTER + regex（文字列検索） 

SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label.

 FILTER regex(?label, "小学校”)

}LIMIT 5


regex(文字列変数, 正規表現のパターン) 
例）ラベルに「小学校」という文字列を含む 
　　リソースだけを5件取得したい




OPTIONAL 
グラフパターンの部分的なマッチングを許容


SELECT * WHERE{

 ?s rdfs:label ?label.

 OPTIONAL{ ?s owl:sameAs ?o. }

}

LIMIT 5 OFFSET 20


例）リソースのラベルは必須とし， 
　　同一のリソースへのリンクがあればURIを取得 



ORDER BY 
変数の値により昇順・降順にソート


SELECT * WHERE{

 ?s geo:lat ?lat;

 geo:long ?long.

} ORDER BY ?lat LIMIT 10


例）リソースの緯度・経度を取得し， 
　　緯度の昇順にソートして上位10件を取得 

降順なら 
ORDER BY DESC(?lat)




SPARQL 1.1 



SPARQL 1.1での変更点（抜粋） 
•  作成・更新・削除用の句


–  INSERT / UPDATE / DELETE / LOAD / DROP


•  結果形式の追加

–  JSON / CSV / TSV


•  機能追加

– プロパティパス / 集約 / 条件 / 数値関数 / 文字列関数 / 
サブクエリ / Federated クエリ など


•  注意点

– 運用中のエンドポイントは対応の度合いに差がある

– 特にFederatedクエリやBINDが使えないところも




プロパティパス 
•  複数のプロパティを経由した先の 
オブジェクトを取得したい


PREFIX dbpedia-ja: <http://ja.dbpedia.org/resource/>

PREFIX prop-ja: <http://ja.dbpedia.org/property/>

PREFIX dbpedia-owl: <http://dbpedia.org/ontology/>

SELECT DISTINCT ?imgurl WHERE {

  dbpedia-ja:東京都 prop-ja:花 ?flower.

  ?flower dbpedia-owl:thumbnail ?imgurl.

}


例）リソースの上位カテゴリのラベルを取得 

1.0の場合 

※ DBpedia Japaneseで試せる 



プロパティパス 
•  複数のプロパティを経由した先の 
オブジェクトを取得したい


PREFIX dbpedia-ja: <http://ja.dbpedia.org/resource/>

PREFIX prop-ja: <http://ja.dbpedia.org/property/>

PREFIX dbpedia-owl: <http://dbpedia.org/ontology/>

SELECT DISTINCT ?imgurl WHERE {

  dbpedia-ja:東京都 
    prop-ja:花/dbpedia-owl:thumbnail ?imgurl.

}


例）リソースの上位カテゴリのラベルを取得 

1.1の場合 

※ /（スラッシュ）で複数のプロパティをつなぐ 

※ DBpedia Japaneseで試せる 



集約：COUNT 
•  COUNT / SUM / MIN / MAX / AVG / 

GROUP_CONCAT / SAMPLE など


SELECT (COUNT(?s) AS ?count) WHERE{

 ?s rdfs:label ?label.

 FILTER regex(?label, "小学校")

}


例）小学校をラベルに含むリソースの数を取得 

※ ?s をCOUNTで数えた数値を 
　 ASで ?count に置きかえて，SELECTで取得 



集約：COUNT + GROUP BY 
•  GROUP BY でトリプルをグループ化してカウント


PREFIX sgmhr: <http://sgmhr.jp/>

SELECT ?cat (COUNT(?s) AS ?count) WHERE{

 ?s rdfs:label ?label;

 sgmhr:areaCategory ?cat. 

 FILTER regex(?label, "小学校")

} GROUP BY ?cat


例）地域区分（区）ごとに小学校の数をカウント 

※ 地域区分 ?cat に基いて変数の値の組み合わせをグループ化 
　（?catの数だけグループができる）し，各グループが含む 
　組合せの数を COUNTで数えて，ASで?countに置き換え 



Federatedクエリ 
•  複数のSPARQLエンドポイントを使った問合せ


PREFIX skos: <http://www.w3.org/2004/02/skos/core#>

PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#>

PREFIX prop-ja: <http://ja.dbpedia.org/property/>

SELECT * WHERE{

  <http://lod.ac/id/3172> skos:prefLabel ?label.

  SERVICE <http://ja.dbpedia.org/sparql> { 

   ?s rdfs:label ?label;

   rdfs:comment ?comment;

   prop-ja:愛称 ?nickname. 

  } 

} LIMIT 10


※ LODAC Museumで試せる 
例）横浜美術館の名称，説明， 
　　愛称を LODAC Museumと 
　　DBpedia Japaneseから取得 



SPARQLの練習 



SPARQLを練習してみましょう 
• 練習場所：DBpedia Japanese

•  http://ja.dbpedia.org/sparql




SPARQL 穴埋め問題 (1) 
•  ラベルに「関内」を含むリソースを取得する


＜ヒント＞ 
•  ラベルのプロパティには何が使われていた？ 
•  文字列検索のフィルタの使い方を再チェック 

PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#>

SELECT ?s WHERE {

  ?s                             ?label.

  FILTER regex(                        , "関内")

}LIMIT 10




SPARQL 穴埋め問題 (2) 
•  横浜市の「木」を示すリソースを取得する


PREFIX dbpedia-ja: <http://ja.dbpedia.org/resource/>

PREFIX prop-ja: <http://ja.dbpedia.org/property/>

SELECT ?tree WHERE {

  dbpedia-ja:横浜市　　　　　　　　　　　　　?tree.

} 
LIMIT 10


＜ヒント＞ 
dbpedia-ja:横浜市を主語とした全トリプルを取得し
木にあたる述語がないか調べてみる 



SPARQL 穴埋め問題(3) 
•  日本の市の名前とその花の一覧を取得 
（完璧なリストでなくてOK）


PREFIX prop-ja: <http://ja.dbpedia.org/property/>

SELECT * WHERE {







}


＜ヒント＞ 
dbpedia-ja:横浜市を主語とした全トリプルを取得し
日本の市を表す述語・目的語の組がないか調べる 



SPARQL 応用問題 
•  最も市の花に指定されている数が多い 
花のリソースとその指定数のランキングを作成


PREFIX prop-ja: <http://ja.dbpedia.org/property/>

SELECT                                                                WHERE {







} 


＜ヒント＞ 
•  プロパティと値の組合せを値でグループ化してカウント 
•  カウントした数で降順に並べ替える 

穴埋め問題 (3) の解答を利用 



SPARQLを使って 
アプリケーションを作る 



LODを使ってアプリを作る 

•  RDF/SPARQLのためのライブラリ

•  SPARQL検索やRDFのパースなど

– Ruby: RDF.rb

– Python: SPARQLWrapper

– PHP: sparqllib.php

– Java: ARQ for Jena




LODAC Location  http://lod.ac/apps/lodac_location 



LODAC LocationのSPARQL 
•  DBpedia, DBpedia Japanese, LinkedGeoDataは
同じクエリで問合せ


SELECT DISTINCT ?link ?title ?lat ?long WHERE {

  ?link rdfs:label ?title;   geo:lat ?lat;   geo:long ?long.

  FILTER ( ?lat > 矩形の南西の点の緯度 &&

                ?lat < 矩形の北東の点の緯度 &&

                ?long > 矩形の南西の点の経度 &&

                ?long < 矩形の北東の点の経度 &&

                lang(?title) = "ja"

  )

}


APIと違って問合せ先が違って
もクエリが同じ場合も 

※ Prefix省略 



Yokohama Art Spot   http://lod.ac/apps/yas 



Yokohama Art SpotのSPARQL（一部） 
•  LODAC Museumから対象施設の所蔵品情報を取得


SELECT ?link ?title ?creator ?created ?genre ?material ?size

WHERE {

  ?lodacuri dc:references ヨコハマ・アートLODでの施設のURI;

  lodac:isProviderOf ?link.

  ?link rdfs:label ?title;

  dc:references ?workRef.

  ?workRef lodac:genre ジャンル名;

  dc11:creator ?creator;

  dc:medium ?material;

  dc:extent ?size.

  OPTIONAL{ ?workRef dc:created ?created; }

}


※ Prefix省略 



SPARQLを使ったLOD可視化(1) 
•  Sgvizler 

http://dev.data2000.no/sgvizler/

–  SPARQLで取得した結果を 
様々なグラフで表示


–  Google Visualization APIを利用


•  SPARQL Timeliner 
http://uedayou.net/SPARQLTimeliner/

–  SPARQLでタイトル，位置， 
時間を取得すると， 
年表と地図で可視化




SPARQLを使ったLOD可視化(2) 
•  Gephi 

http://dev.data2000.no/sgvizler/ 
+ SemanticWebImport 
https://marketplace.gephi.org/plugin/semanticwebimport/

– グラフ可視化アプリケーション


–  SemanticWebImportの 
プラグインを入れることで 
SPARQLで取得したグラフを 
CONSTRUCTで整形して  
可視化できる


DBpediaから映画に関する	
  
グラフを可視化 



SPARQLを 
もっと知りたい 
もっと試したい 



説明で用いたSPARQLエンドポイント 
•  相模原市の小・中学校など（SparqlEPCU上）

–  http://lodcu.cs.chubu.ac.jp/SparqlEPCU/

project.jsp?projectID=sagamihara_school


•  DBpedia Japanese（日本語WikipediaのLOD）

–  http://ja.dbpedia.org/sparql


•  LODAC Museum（国内の博物館情報のLOD）

–  http://lod.ac/sparql


•  LODAC Species（生物多様性情報のLOD）

–  http://lod.ac/species/sparql




SPARQLを勉強する 
•  W3C勧告（英語ですが日本語訳も検索すればあります）


–  SPARQL 1.0：http://www.w3.org/TR/rdf-sparql-query/

–  SPARQL 1.1：http://www.w3.org/TR/sparql11-query/


•  本

–  Learning SPARQL（英語） 

http://www.amazon.co.jp/dp/1449306594


•  SPARQLエンドポイント集

–  datahub api/sparql

http://datahub.io/dataset?q=&res_format=api%2Fsparql

–  SPARQL Endpoints Status 

http://sparqles.okfn.org/availability


•  サンプルクエリ集

–  LODAC SPARQLスニペット（LODAC Museumで試せます）  

http://lod.ac/wiki/SPARQLhttp://lod.ac/wiki/SPARQLスニペット




ぜひ一度ご自分で試してみてください 
•  表データからLODを作成

– Open Refine + RDF Refine


•  作ったLODを公開

– SparqlEPCU


•  公開されたLODに問合せ

– SPARQL（RDFクエリ言語）


ご質問は　fuyuko@linkedopendata.jp　まで




次回はいよいよ最終回！ 
第6回　7/7（月） 
 
▼LODシステム実践紹介（小林巌生） 
 
LODを採用したシステム設計について実際の二つの例をもとに解説し
ます。ヨコハマ・アート・LODでは、公益財団法人横浜市芸術文化振
興財団が管理する複数のウェブシステムをLODで統合し、データの共
有を実現しています。SPARQLエンドポイントを活用したアプリの開
発などデータの応用例も広がっています。かなざわ育なび.netでは市
役所内の複数の原課によってそれぞれ管理されていたデータをLODに
よって統合して子育て世帯向けの情報提供サービスを実現しました。
また、地域でのLODの実践について今後の展望についても紹介します。 


